
一

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
出
現

朝
鮮
王
朝
時
代
初
期
一
五
世
紀
の
梅
月
堂
金
時
習
（
一
四
三
五

一
四
九

三
）
が
著
し
た
短
篇
漢
文
小
説
集
で
あ
る
『
金
鰲
新
話
』
は
、
日
本
近
世
江
戸

時
代
に
お
い
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
読
ま
れ
た
朝
鮮
の
文
学
作
品
で
あ
っ
た
。

『
金
鰲
新
話
』
が
、
朝
鮮
文
学
史
上
最
初
の
小
説
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

き
た
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
瞿
佑
の
『
剪
燈
新
話
』
を
引
き
継
ぐ
伝
奇
小
説
と

し
て
比
較
研
究
さ
れ
、
ま
た
日
本
近
世
期
浅
井
了
意
の
『
伽
婢
子
』
に
も
受
容

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
諸
氏
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
広
く

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
文
学
史
上
占
め
る
意
義
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

惜
し
く
も
そ
の
原
本
や
伝
本
は
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
ず
、
唯
一
江
戸
時
代
初

め
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
の
『
金
鰲
新
話
』
が
、
伝
存
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
和
刻
本
の
『
金
鰲
新
話
』
が

出
さ
れ
、
続
い
て
七
年
後
の
萬
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
は
刊
年
を
改
刻
し
た

改
刻
本
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
の
ち
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
に
は
後
刷
本
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
終
わ
ら
ず
約
二
百
年
後
の
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
、

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
大
塚
家
に
伝
来
し
て
い
た
伝
本
を
も
と
に
し

て
新
た
に
版
を
起
こ
し
て
出
さ
れ
た
俗
称
大
塚
本
な
ど
、
以
上
数
種
の
和
刻
本

が
あ
っ
て
、
現
在
日
本
や
海
外
の
各
所
に
伝
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
う
ち
承
応
二
年
刊
和
刻
本
が
、
現
伝
最
古
の
『
金
鰲
新
話
』
と
し
て
認
め

ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
九
九
九
年
九
月
に
新
た
な
る
一
伝
本
、
そ

れ
も
朝
鮮
刊
本
の
『
金
鰲
新
話
』
の
存
在
が
中
国
の
大
連
図
書
館
で
確
認
さ
れ

た
。
新
出
本
に
つ
い
て
は
詳
細
な
報
告
が
あ
る
が
、
特
に
刮
目
す
べ
き
こ
と
と

し
て
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
編
輯
者
と
蔵
書
印
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
編

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

二
四

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

｜
｜
道
春
訓
点
和
刻
本
に
先
行
す
る
新
出
本
｜
｜

邊

恩

田



輯
者
の
名
を
「
尹
春
年
」（
一
五
一
四

一
五
六
七
）
と
明
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
該
書
が
十
六
世
紀
半
ば
ま
で
に
朝
鮮
の
地
で
印
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
、
画
期
的
な
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
養
安
院
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
そ
の
一
つ
は
、
楷
書
体
で
「
養
安
院
蔵
書
」
と
あ
る
長
方
形
の
印
で
、

い
ま
一
つ
は
「

安
」
と
刻
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
蔵
書
印
に
よ
っ
て
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
め
に
か
け
て
の
医
者

で
あ
る
曲
直
順
正
琳
（
一
五
六
五

一
六
一
一
）
が
、
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た

本
だ
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
さ
ら
に
、
前
述

の
和
刻
本
刊
行
の
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
よ
り
も
相
当
さ
か
の
ぼ
る
時
期
に
、

す
で
に
朝
鮮
刊
本
の
『
金
鰲
新
話
』
が
日
本
の
地
に
存
在
し
た
と
い
う
、
ま
こ

と
に
重
要
な
事
実
も
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
和
刻
本
『
金
鰲
新
話
』
の
刊
行
（
承
応
二
年
）
以
前
に
、『
金

鰲
新
話
』
は
日
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
前
提
の
も
と
で
、『
伽
婢

子
』
な
ど
へ
の
影
響
・
受
容
の
問
題
等
が
論
議
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
新

資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
、
今
後
ま
っ
た
く
新
た
な
視
点
に
立
っ
て
研
究
が
進
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

で
は
、
い
つ
い
か
な
る
経
緯
で
養
安
院
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
か
、

ま
た
な
ぜ
二
種
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
先
後
関
係
は
ど
う
で

あ
り
、
蔵
書
印
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
っ
た
特
に
蔵
書
印
に
関
心
を

「朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

二
五

よ
せ
て
、
以
下
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二

養
安
院
と
そ
の
蔵
書

養
安
院
曲
直
瀬
正
琳
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
著
名
な

医
師
で
あ
る
。「
名
は
又
五
郎
、
字
は
養
庵
、
号
は
玉
翁
。
永
禄
八
年
（
一
五

六
五
）
生
ま
れ
。
医
を
曲
直
瀬
正
盛
に
学
び
、
才
を
認
め
ら
れ
て
嗣
子
玄
朔
の

娘
を
娶
り
、
曲
直
瀬
を
称
し
た
。
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
豊
臣
秀
吉
に
謁

し
、
豊
臣
秀
次
に
仕
え
」、
そ
の
後
徳
川
家
康
の
侍
医
と
な
り
、
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）
正
月
四
日
に
四
十
七
歳
で
没
し
た
と
い
う
。

彼
が
医
学
を
学
ん
だ
師
の
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
〇
七

一
五
九
四
）
は
、
名

を
正
盛
、
ま
た
正
慶
と
も
称
し
、
字
は
一
渓
で
、
雖
知
苦
斎
ま
た
は
盍
静
と

号
し
、
院
号
は
翠
竹
院
で
あ
る
。
通
称
名
「
道
三
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
戦

国
・
安
土
桃
山
時
代
の
医
師
と
し
て
、
近
世
日
本
に
お
け
る
伝
統
医
学
の
礎
を

築
い
た
す
ぐ
れ
た
人
物
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。「
そ
の
跡
は
、
玄
朔

（
今
大
路
家
）・
正
純
（
亨
徳
院
家
）、
正
琳
（
養
安
院
家
）
の
三
大
家
系
に
分

岐
し
、
い
ず
れ
も
地
位
と
名
声
あ
る
子
孫
を
輩
出
し
て
幕
末
に
至
っ
」
て
い
る
。

養
安
院
は
、
道
三
の
孫
娘
を
娶
っ
て
こ
の
栄
え
あ
る
曲
直
瀬
家
を
継
い
だ
の

ち
、
養
安
院
家
の
初
代
と
し
て
医
学
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
の
だ
が
、
そ
の

栄
誉
の
一
つ
に
院
号
が
あ
る
。
曲
直
瀬
正
琳
の
院
号
「
養
安
院
」
が
、
ど
う
い

う
来
由
に
よ
り
い
つ
か
ら
用
い
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、「
慶
長
五
年
（
一
六



〇
〇
）
後
陽
成
天
皇
に
薬
を
献
じ
て
効
あ
り
、
養
安
院
の
院
号
を
賜
っ
た
」
も

の
で
あ
り
、
正
琳
だ
け
で
な
く
、「
そ
の
後
累
代
こ
れ
を
襲
称
し
江
戸
末
ま
で

用
ひ
ら
れ
た
」
院
号
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
養
安
院
は
、
医
師
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
膨
大
な
量
の
朝
鮮
本

を
所
蔵
す
る
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
特
に
書
誌
学
や
朝
鮮
学
研
究
者

に
は
夙
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
山
久
四
郎
氏
、
三
木
榮
氏
、
大
塚

鐙
氏
、
阿
部
吉
雄
氏
、
川
瀬
一
馬
氏
、
藤
本
幸
夫
氏
な
ど
に
よ
る
先
行
研
究
が

あ
り
、
蔵
書
目
録
と
し
て
は
、
三
木
氏
に
よ
る
朝
鮮
医
書
に
限
定
し
た
も
の
、

大
塚
氏
紹
介
の
「
養
安
院
蔵
書
」
が
あ
り
、
藤
本
氏
に
よ
る
朝
鮮
本
調
査
に
よ

る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
従
来
、「
養
安
院
蔵
書
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
き
た
蔵
書
の
特

質
に
つ
い
て
は
、

こ
の
初
代
養
安
院
蔵
書
の
根
幹
を
形
成
す
る
も
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く

朝
鮮
本
で
あ
り
、
唐
本
も
あ
る
が
こ
れ
に
は
朝
鮮
に
傳
つ
て
ゐ
た
分
も
含

ま
れ

る
と
い
う
説
明
が
あ
り
、「
養
安
院
の
旧
蔵
書
中
に
数
多
い
朝
鮮
古
刊
本
」、
ま

た
「「
養
安
院
蔵
書
」
等
の
印
記
を
捺
す
朝
鮮
本
の
古
書
が
多
く
残
存
し
て
ゐ

る
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
養
安
院
蔵
書
と
い
っ
て
も
、
す
べ
て
が
曲
直
瀬
正
琳
の
時
代
の
所

蔵
本
だ
け
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
左
図
の
よ
う
に
、
正
琳
の
の
ち
正
圓
、
玄
理
、

正

と
数
代
を
経
な
が
ら
（
彼
ら
も
「
養
安
院
」
を
襲
号
し
て
い
る
）
増
加
し

て
い
き
、「
五
代
正
珪
の
時
凡
そ
大
成
し
た
と
推
定
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
蔵
書
は
、「
享
保
二
年
に
一
部
焼
失
し
た

が
、
残
部
が
懐
仙
楼
に
収
ま
り
、
又
知
ら
れ
な
い
事
故
に
よ
っ
て
散
佚
し
た
も

の
も
あ
ら
う
が
、
後
代
の
蒐
書
に
混
入
し
て
、
明
治
初
期
ま
で
傳
へ
ら
れ
た
」

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

小
曾
戸
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
八
年
の
森
立
之
に
よ
る
『
経
籍
訪
古
志
』
の

跋
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

府
下
医
中
の
蔵
書
家
は
化
政
の
間
（
一
八
〇
四
｜
二
九
）
を
以
て
盛
と
な

す
。
而
し
て
其
の
最
た
る
者
は
二
劉
と
曲
直
瀬
と
な
す
。

す
な
わ
ち
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
時
点
で
す
ら
、
養
安
院
蔵
書
が
、

「
多
紀
家
す
な
わ
ち
江
戸
医
学
館
に
匹
敵
す
る
蔵
書
を
誇
っ
て
い
た
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
養
安
院
蔵
書
が
い
か
に
著
名
で
そ
の
蔵
書
量
を
誇
っ
て
い
た
か

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

二
六

正
琳
（
初
代
養
安
院
）

（ ）
｜
｜
正
圓

（ ）
｜
｜
玄
理

（ ）
｜
｜
正

）
｜
｜
正
珪

（ ）

｜
｜
正
山

（ ）
｜
｜
正
雄

（ ）
（
後
略
）



が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
の
ち
、
養
安
院
家
の
蔵
書
は
四
散
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
今
日
と
な
っ
て
は
、「『
懐
仙
楼
書
目
』『
経
籍
訪
古
志
』
所
録
本
、
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
台
湾
故
宮
博
物
院
図
書
館
・
北
京

大
学
図
書
館
・
武
田
杏
雨
書
屋
な
ど
に
現
存
す
る
旧
蔵
本
を
調
査
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
旧
観
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
養
安
院
の
も
と
に
、
こ
れ
ほ
ど
多
量
の
朝
鮮
本
が
所
蔵
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

養
安
院
蔵
書
と
朝
鮮
本

江
戸
時
代
後
期
の
文
人
、
小
山
田
與
清
（
一
七
八
三

一
八
四
七
）
が
著
し

た
随
筆
『
松
屋
叢
話
』
に
は
、
自
ら
の
所
蔵
す
る
書
籍
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
と

述
べ
る
一
文
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
え
て
い
て
非
常
に

興
味
深
い
。

ま
た
三
略
直
解
一
本
、
六
韜
直
解
二
本
、
と
も
に
四
百
年
ば
か
り
も
む
か

し
に
寫
し
た
ら
ん
と
見
ゆ
る
を
も
て
り
。
三
略
の
か
た
は
、
曲
直
瀬
氏
の

蔵
本
な
る
、
加
藤
清
正
の
朝
鮮
分
捕
本
を
、
清
水
徳
が
か
り
得
て
示
た
り

し
に
、
つ
ゆ
た
が
ふ
ふ
し
な
し
。（
巻
一
）

曲
直
瀬
氏
（
養
安
院
家
）
が
朝
鮮
本
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
ら
が
朝
鮮
の
地
か
ら
の

分
捕
本

で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
ひ
と

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

二
七

り
文
人
小
山
田
だ
け
の
理
解
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
実
は
江
戸

時
代
を
通
じ
て
巷
間
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
は
今
日
に

ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、

こ
れ
ら
の
書
籍
は
秀
吉
或
は
宇
喜
多
秀
家
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
壬
辰

役
時
朝
鮮
か
ら
将
来
し
た
船
数
艘
或
は
笥
数
十
或
は
車
数
台
或
は
数
千
巻

と
云
は
れ
る
量
を
有
し

と
説
き
、
あ
る
い
は
、

養
安
院
本
と
い
う
の
は
、
宇
喜
多
秀
家
が
朝
鮮
よ
り
舶
載
し
た
朝
鮮
本
、

唐
本
を
、
豊
臣
秀
吉
よ
り
曲
直
瀬
正
琳
に
與
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
も
説
明
し
て
い
た
。

文
献
記
録
と
し
て
は
、
三
点
に
そ
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

ず
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
養
安
院
の
門
人
が
書
写
し
た
一
冊
「
官
医
家

譜
」
に
は
、

法
印
文
祿
四
年
中
納
言
宇
喜
多
秀
家
室
怪
疾
ヲ
煩
候
諸
医
療
治
仕
候
得
共

験
無
之
正
琳
診
脈
投
剤
仕
早
速
全
快
秀
吉
ヨ
リ
爲
謝

錦
衣
金
銀
ヲ
賜
且

秀
吉
朝
鮮
ヨ
リ
持
耒
候
数
車
之
書
籍
悉
ク
賜

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。「
数
車
之
書
籍
」
だ
と
、
そ
の
量
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
。

さ
ら
に
「
官
医
家
譜
」
に
先
行
す
る
文
献
に
、
江
戸
幕
府
編
纂
に
な
る
諸
大

名
等
の
系
譜
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
文
化
九
年
成
立
）
の
記
事
が
あ
る
。
正



琳
の
項
に
は
、

四
年
宇
喜
多
秀
家
の
室
怪
異
の
病
あ
り
て
諸
醫
こ
れ
を
治
す
る
事
あ
た
は

ず
、
正
琳
薬
を
あ
た
へ
て

る
事
を
得
た
り
。
太
閤
こ
れ
を
感

し
て
綿

衣
、
金
、
銀
數
多
を
た
ま
ふ
。
ま
た
太
閤
朝
鮮
に
を
い
て
捜
り
も
と
め
し

と
こ
ろ
の
書
籍
を
こ
と

く
あ
た
へ
ら
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
其
名
い
よ

あ
ら
は
る
。

と
記
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
る
文
献
、
寛
文
三
年
序
刊
黒
川
道
祐
著
の
『
本

朝
医
考
』（
巻
中
）
に
は
、

（
文
禄
）
四
年
、
中
納
言
宇
喜
外
秀
家
卿
之
内
室
并
豊
臣
秀
吉
公
之
女
患

怪
疾
、
諸
医
治
之
、
不
験
。
正
琳
献
薬
而
立
痊
。
秀
吉
公
悦
之
、
賜
綿
布

并
金
銀
、
且
秀
家
卿
自
朝
鮮
携
来
之
書
籍
悉

之
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
、
宇
喜
多
秀
家
が
朝
鮮
よ
り
携
え
来
た
書
籍
を
悉
く
与

え
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。

以
上
、
資
料
間
に
表
現
上
若
干
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

朝
鮮
の
地
に
渡
っ
た
の
は
宇
喜
多
秀
家
で
あ
り
、
秀
家
が
朝
鮮
か
ら
持
ち
帰
っ

た
文
物
（
書
籍
な
ど
）
を
秀
吉
に
戦
利
品
と
し
て
報
告
し
た
も
の
に
相
違
な
い

だ
ろ
う
。

宇
喜
多
秀
家
と
い
え
ば
、
秀
吉
の
寵
寓
を
得
て
全
幅
的
な
信
頼
の
あ
っ
た
武

将
で
あ
り
、
秀
吉
の
名
の
一
字
「
秀
」
の
使
用
を
許
さ
れ
息
子
と
も
し
た
ほ
ど

の
人
物
で
あ
り
、
右
引
用
の
記
事
に
「
室
」
や
「
内
室
」
と
あ
る
の
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
豪
姫
の
こ
と
を
さ
す
。
豪
姫
は
も
と
も
と
前
田
利
家
の
四
女
と
し

て
生
ま
れ
た
が
、
子
の
な
い
秀
吉
の
養
女
と
し
て
大
切
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
は

周
知
の
こ
と
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
宇
喜
多
秀
家
に
娶
ら
せ
た
娘
豪
姫
の
怪
疾
を

治
し
て
く
れ
た
医
者
の
曲
直
瀬
正
琳
に
、
格
別
の
謝
礼
を
渡
し
た
と
い
う
の
も
、

充
分
に
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。

「
豊
臣
秀
吉
の
征
明
の
野
望
か
ら
惹
起
さ
れ
た
壬
辰
倭
乱
は
、
朝
鮮
の
人
々

を
泥
炭
の
苦
し
み
に
落
し
入
れ
、
多
数
の
人
々
を
殺
害
・
拉
致
し
、
ま
た
文
物

を
破
壊
・
掠
奪
し
た
」
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
掠
奪
物
の
一
つ
に
、
朝
鮮
本

や
活
字
が
あ
っ
た
」
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
量
た
る
や
、「
数

車
之
書
籍
」、「
数
千
巻
」、
あ
る
い
は
「
朝
鮮
ニ
於
テ
収
獲
ス
ル
所
ノ
書
數
十

笥
」（『
醫
家
先
哲
肖
像
集
』
）
な
ど
と
諸
資
料
に
記
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て

誇
張
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
壬
辰
・
丁
酉
の
倭
乱
時
に
、
漢
城
（
現
在
の
ソ
ウ

ル
）
の
都
だ
け
で
な
く
各
地
の
著
名
な
書
院
・
書
庫
が
空
に
な
っ
た
と
伝
わ
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
宇
喜
多
秀
家
は
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
四
月
、「
第
一
次

朝
鮮
侵
略
（
文
禄
の
役
）」
の
時
に
、
秀
吉
の
兵
と
し
て
宇
喜
多
軍
一
万
兵
士

を
率
い
て
朝
鮮
へ
攻
め
入
り
、
五
月
三
日
の
漢
城
陥
落
の
あ
と
も
、
都
の
あ
る

京
畿
道
を
任
さ
れ
た
元
帥
で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
掠
奪
し
日
本
に

持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
肯
け
よ
う
。
し
て
み
れ
ば
、
養
安
院
旧
蔵
と

し
て
あ
っ
た
『
金
鰲
新
話
』
は
、
都
か
京
畿
道
地
域
の
い
ず
こ
か
に
所
蔵
さ
れ

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

二
八



て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
が
可
能
と
な
る
。

四

道
三
と
朝
鮮
の
書
籍

た
だ
、
養
安
院
の
師
で
あ
る
初
代
道
三
（
正
盛
）
は
、
若
き
頃
足
利
学
校
に

学
ん
だ
人
物
で
あ
っ
て
、
こ
の

学
校
の
出
身
者
が
、
当
時
の
武
将
の
軍
事
顧
問
と
し
て
近
侍
し
、
且
つ
従

軍
し
た
が
た
め
に
、
朝
鮮
の
役
に
お
い
て
は
、
彼
の
地
の
文
物
を
盛
ん
に

将
来
し
、
活
字
印
刷
術
の
如
き
も
亦
、
彼
の
地
の
多
数
の
典
籍
と
共
に
輸

入
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
指
摘
は
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
初
代
道
三
と
足
利
学

校
出
身
者
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
こ
と
に
て
ら
せ
ば
、
文
禄
四
年
（
一
五
九

五
）
時
に
宇
喜
多
秀
家
か
ら
養
安
院
へ
渡
っ
た
ル
ー
ト
以
外
に
、
も
と
も
と
道

三
が
所
蔵
し
て
い
た
朝
鮮
の
書
籍
が
養
安
院
の
も
と
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
も
、

充
分
想
定
で
き
る
。

ま
た
旧
稿
で
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
代
目
道
三
こ
と
曲
直

瀬
玄
朔
も
、
文
禄
元
年
に
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
や
は
り
見
過
ご

せ
な
い
。
玄
朔
（
一
五
四
九
｜
一
六
三
一
）
は
、
道
三
の
妹
の
子
で
あ
っ
た
が

養
嗣
と
な
り
、
天
正
十
一
年
十
一
月
に
道
三
を
継
い
だ
医
師
で
あ
る
が
、
玄
朔

は
、
天
正
十
五
年
、「
秀
吉
の
島
津
征
討
に
従
い
、
豊
前
国
小
倉
に
あ
っ
て
毛

利
輝
元
の
下
痢
下
血
を
治
療
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
秀
吉
の
征
明
軍
に
従

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

二
九

っ
て
肥
前
国
名
護
屋
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
毛
利
輝
元
の
療
治
の
た
め
秀
吉
の
命

に
よ
り
渡
韓
、
翌
年
帰
国
し
」
で
い
る
と
い
う
。

道
三
な
ど
が
朝
鮮
の
役
に
際
し
、
武
将
等
に
彼
の
地
の
多
く
の
古
書
典
籍

を
齎
し
歸
る
様
要
請
し
た
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
医
師
は
書
籍
を
得
よ
う
と
相
当
努
め
た

よ
う
で
あ
る
。
む
ろ
ん
医
師
だ
け
で
な
く
「
島
津
・
毛
利
な
ど
の
諸
侯
も
亦
多

数
の
朝
鮮
本
を
持
ち
帰
っ
」
て
い
る
し
、「
安
国
寺
恵
瓊
の
如
き
も
文
禄
元
年

六
月
釜
山
よ
り
芸
州
安
国
寺
へ
宛
て
た
書
簡
の
中
に
「
朝
鮮
大
唐
入
御
手
、
書

籍
内
伝
外
伝
、
其
外
宝
物
、
船
に
積
候
て
各
へ
可
遣
候
」
と
言
っ
て
」
い
る
と

さ
れ
る
ご
と
く
、
僧
侶
た
ち
も
ま
た
大
量
の
書
籍
を
日
本
に
送
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
玄
朔
の
項
に
は
、
よ
り
詳
細
に
彼
と

朝
鮮
本
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

文
禄
元
年
太
閤
に
し
た
が
ひ
て
肥
前
國
名
護
屋
の
陣
營
に
至
る
の
と
こ
ろ
、

朝
鮮
先
鋒
の
士
そ
の
國
の
文
庫
よ
り
書
籍
あ
ま
た
奪
ひ
來
た
り
し
中
に
、

父
正
盛
が
自
筆
の
啓
迪
集
一
部
を
得
た
り
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
文
禄
元
年
に
、
玄
朔
が
九
州
の

地
で
、
朝
鮮
か
ら
持
ち
帰
っ
て
い
た
大
量
の
書
籍
を
直
接
手
に
と
っ
て
見
て
、

内
容
を
検
索
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
知
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
時
以
外
に
、

直
接
朝
鮮
へ
渡
っ
た
時
に
も
彼
は
人
手
で
き
た
は
ず
で
、
入
手
し
な
か
っ
た
と



見
る
の
が
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
二
代
目
の
道
三
（
玄
朔
）
が
手
に
入
れ
た
書
籍

が
、
正
琳
（
養
安
院
）
の
手
元
へ
入
り
所
蔵
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー
ト
も
あ
っ
た

こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
玄
朔
に
と
っ
て
、
正
琳
（
養
安

院
）
は
婿
に
あ
た
る
人
物
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
大
連
図
書
館
蔵
旧
養
安
院
蔵
書
で
あ
る
朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』

は
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
は
秀
吉
（
と
秀

家
）
か
ら
手
に
入
れ
た
と
判
断
で
き
る
こ
と
、
そ
の
ほ
か
に
初
代
道
三
や
二
代

目
道
三
（
玄
朔
）
か
ら
貰
い
受
け
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

五

養
安
院
の
蔵
書
印

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
曲
直
瀬
正
琳

が
膨
大
な
量
の
朝
鮮
本
を
収
蔵
し
た
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
時
点
に
お
い

て
は
、
彼
に
は
ま
だ
「
養
安
院
」
の
院
号
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
、
彼
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識

は
得
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
蔵
書
印
三
種
の
先
後
関
係
を
判
断
す

る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
記
は
、

「
養
安
院
蔵
書
」
と
「

安
」
で
あ
る
が
、
こ
の
二
種
の
印
記
の
由
来
や
先
後

関
係
、
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
筆

者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
明
ら
か
に
し
た
い
。

さ
て
、
正
琳
が
「
養
安
院
」
と
い
う
院
号
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
四
月
二
十
六
日
か
ら
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
先
掲
の
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
そ
の
由
来
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

慶
長
五
年
四
月
二
十
六
日
後
陽
成
院
御
不
豫
の
と
き
御
薬
を
献
じ
、
す
み

や
か
に
御
平

あ
り
し
か
ば
、
叡
感
の
あ
ま
り
綸
旨
を
下
さ
れ
、
院
號
を

た
ま
ふ
。

し
た
が
っ
て
、
彼
が
「
養
安
院
」
の
蔵
書
印
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

こ
の
時
以
降
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
数
多
く
の
朝
鮮
書
籍
を
手
に
入
れ
た
文

禄
四
年
か
ら
は
、
約
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
宇
喜
多
秀
家
の
夫
人
の
奇
疾
を
治
し
書
籍
を
秀

吉
よ
り
賜
る

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
四
月
、
後
陽
成
天
皇
よ
り
「
養
安
院
」
の
院
号

を
賜
る

こ
の
間
の
約
五
年
の
あ
い
だ
は
、
そ
も
そ
も
「
養
安
院
」
と
い
う
院
号
を
刻
し

た
蔵
書
印
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
ま
た
存
在
す
ら
し
な
か
っ
た

と
い
う
結
論
に
な
る
。

と
な
る
と
、
こ
の
期
間
、
彼
は
何
か
ほ
か
の
蔵
書
印
を
用
い
た
に
相
違
な
い
。

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

三
〇



な
ぜ
な
ら
、
曲
直
瀬
正
琳
ほ
ど
の
人
物
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
に
正
親
町

院
よ
り
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
医
師
と
し
て
も
確
固
た
る
名
声
と
地
位
を
固
め
て

い
た
彼
ほ
ど
の
人
物
が
、
書
籍
の
入
手
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
当
時
の
時
代
的

状
況
（
羅
山
で
さ
え
慶
長
八
年
頃
書
籍
の
入
手
が
困
難
で
人
か
ら
借
覧
し
て
い

る
）
に
て
ら
し
、
ま
し
て
当
時
珍
重
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
本
（
中
国
の
漢
籍
本
も

含
む
）
を
、
秀
吉
よ
り
下
賜
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
蔵
印
も
な
い
ま
ま
に

捨
て
置
い
て
い
た
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
こ
の
時
期
に
使
わ
れ
て
い
た
の
が
「

安
」
の
蔵
書

印
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
こ
れ
は
先
行
研
究
に
お
い
て
「
古
印
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
古
印
と
す
る
だ
け
で
具
体
的
な
使
用
の
時
期
な
ど
に
つ

い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
報
告
さ
れ
て
い
る
曲
直
瀬
正
琳
の
蔵
書
印
に
は
、
次
の
三
種

が
あ
る
。（
渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
氏
編
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
よ
り
引
く
。
便

宜
上

を
付
す
）

さ
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
印
文
を
注
意
深
く
検
討
す
る
な
ら
ば
、
刻
さ
れ
た
文

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

三
一

字
か
ら
見
て
、

の
「

安
院
」
印
と

の
「
養
安
院
蔵
書
」
印
の
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
「
院
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
四
月
二
十

六
日
以
降
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
し
か
し

に
は
、「
院
」

字
が
な
い
の
で
、
当
然
院
号
を
得
る
以
前
の
古
い
時
期
の
も
の
と
な
る
。
印
文

に
「
養
」
で
は
な
く
「

」
の
字
、
す
な
わ
ち
養
の
古
体
の
字
を
用
い
て
い
る

点
も
、
こ
の
判
断
を
傍
証
す
る
。「

安
」
は
、
曲
直
瀬
正
琳
が
い
ま
だ
「
養

安
院
」
号
を
な
の
る
前
の
古
印
記
と
な
る
。『
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』
の
解
説

に
、「
正
琳
に
は
別
に
「
養
安
」「
養
安
院
」
の
古
印
記
が
あ
る
と
聞
く
」
と
あ

る
の
は
、
こ
の

印
と

印
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
絵
柄
を
見
る
に
、
足
が
あ
る
の
で
鼎
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
壺
の
よ
う

に
も
見
え
る
が
、
持
ち
主
が
医
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
薬
を
入
れ
た

り
煮
た
り
す
る
容
器
を
印
記
に
用
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で

の
場
合
は
、「
院
」
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
慶
長
五
年
四
月
以
降

で
は
あ
る
も
の
の
、

と
同
じ
古
体
字
「

」
を
用
い
た
点
か
ら
推
す
な
ら
ば
、

よ
り
は
古
い
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
。
つ
ま
り

の
長
方
形
印
が
、
時
代
的

に
は
も
つ
と
も
後
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
こ
の
印
に
つ
い
て
は
、

「



曲
直
瀬
正
琳
の
「
養
安
院
蔵
書
」
な
ど
も
江
戸
中
期
以
降
に

造
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
蔵
書
印
だ
け
で
う
っ
か
り
手
沢
本
と
き
め
て
し
ま

う
こ
と
も
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。

と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
「
江
戸
中
期
か
ら
お
そ
く
は
寛
政
年
間
の
刊
本
に

押
し
た
例
が
、
か
な
り
多
」
く
、「
正
琳
以
後
曲
直
瀬
家
歴
代
の
襲
用
し
た
も

の
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
種
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
新
し
く
、
後

代
に
ま
で
永
く
用
い
ら
れ
た
蔵
書
印
で
あ
っ
た
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
旧
養
安
院
藏
の
朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
は
、
ま
ず
古

印
の

「

安
」
印
が
最
初
に
捺
さ
れ
、
こ
の
上
部
位
置
に
あ
る
長
方
形
楷
書

体
の
「
養
安
院
蔵
書
」
朱
印
が
捺
さ
れ
た
時
期
は
、
慶
長
五
年
四
月
よ
り
は
後

の
こ
と
に
な
り
、
こ
の
二
種
の
印
記
の
先
後
関
係
と
年
代
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

六

古
蔵
書
印
「

安
」
の
意
味
す
る
も
の

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「

安
」
と
い
う
字
に
つ
い
て
は
、
若
干
気
に
な
る
点
が

あ
る
。「

安
」
と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
字
音
の
発
音
「
ヨ
ウ
ア
ン
」
が
、
洗
礼
名

（
た
と
え
ば
「
ヨ
ハ
ン
」
な
ど
）
と
、
関
係
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
い
う
疑
問

が
わ
く
。「
養
」
の
古
宇
で
あ
る
「

」
は
、「
ひ
つ
じ
」
扁
の
字
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
穿
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
へ
の
生
け
贄
の
羊
を
も
連
想
さ
せ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
考
え
は
、
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
と

い
う
の
は
、
養
安
院
の
師
で
あ
る
曲
直
瀬
道
三
は
、
す
で
に
天
正
十
二
年
（
一

五
八
四
）
に
洗
礼
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
翌
年
天
正
十
三
年
（
一
五
八

五
）
に
は
、
曲
直
瀬
正
琳
も
ま
た
受
洗
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

堀
勇
雄
氏
は
、「
曲
直
瀬
玄
朔
（
道
三
）
の
養
父
の
道
三
（
正
盛
）
は
天
正

十
二
年
受
洗
し
た
有
力
な
信
徒
で
あ
り
」
と
い
わ
れ
、
矢
数
道
明
氏
も
、
初
代

道
三
は
「
一
五
八
四
（
天
正
十
二
年
）
七
十
八
才

神
父
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
よ
り

洗
礼
を
受
け
、
ヤ
ソ
教
に
帰
依
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宗
田
一
氏

も
、「
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
や
「
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
」
に
道
三
の
入

信
記
事
が
あ
り
、
七
十
七
歳
で
洗
礼
を
受
け
た
と
さ
れ
る
が
、
日
本
側
の
記
録

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
宛
て
た
書
簡
の
「
一

五
八
五
年
八
月
二
十
七
日
付
」
に
は
、
道
三
が
大
坂
教
会
で
ロ
レ
ン
ソ
か
ら
洗

礼
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
の
か
な
り
詳
細
に
わ
た
る
記
述
が
認
め
ら
れ
た
。

や
や
長
文
で
あ
る
が
次
に
そ
の
一
部
分
を
引
い
て
み
る
。

日
本
の
六
十
六
カ
国
に
い
る
す
べ
て
の
医
師
の
中
で
、
も
っ
と
も
優
れ
た

者
が
三
人
都
に
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
人
の
中
で
第
一
の
者
は
（
曲
直
瀬
）

道
三
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
人
は
医
術
に
お
い
て
傑
出
し
て
い
る
外
に
、
他

に
稀
な
才
能
が
あ
り
、
こ
の
た
め
日
本
の
君
侯
た
ち
に
尊
重
さ
れ
崇
拝
さ

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

三
二



れ
て
お
り
、
ど
こ
に
行
こ
う
と
常
に
第
一
の
席
が
与
え
ら
れ
る
。

（
中
略
）

彼
は
洗
礼
を
受
け
た
い
と
繰
り
返
し
頼
む
の
で
、
オ
ル
ガ

ン
テ
ィ
ー
ノ
師
が
こ
れ
を
行
な
い
、
彼
に
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
と
い
う
洗
礼
名

を
付
け
た
。
道
三
は
、
感
謝
を
示
し
つ
つ
洗
礼
を
受
け
、
大
い
に
満
足
し

て
喜
び
、

（
後
略
）

ま
た
シ
ュ
タ
イ
シ
ェ
ン
著
の
『
切
支
丹
大
名
記
』
に
も
、

秀
吉
の
侍
醫
で
、
名
醫
と
い
ふ
評
判
の
高
か
つ
た
イ
マ
オ
ジ
・
ド
ウ
サ
ン

も
、
切
支
丹
と
な
つ
た
。
彼
は
秀
吉
を
し
て
、
切
支
丹
宗
門
に
、
好
意
を

持
た
し
め
ん
が
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
運
動
を
し
た
。
そ
の
他
、
数
多
著
名

の
人
々
が
、
同
じ
く
新
改
宗
者
の
列
に
加
は
り
た
い
と
い
ふ
希
望
を
述
べ

た

と
書
き
留
め
て
い
る
。
た
だ
、
日
本
で
は
こ
の
の
ち
、
秀
吉
の
伴
天
連
追
放
令

が
出
て
信
者
に
対
す
る
弾
圧
が
始
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
記
録
は
ほ
と
ん

ど
残
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
天
正
期
と
い
え
ば
、
中
世
に
お
い
て
最
も
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
っ

た
時
期
で
あ
り
、
高
山
右
近
を
は
じ
め
小
西
行
長
な
ど
、
武
将
の
間
に
も
信
者

が
多
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
と
に
道
三
が
受
洗
し
た
前
年
の
天
正

十
一
年
は
、「
耶
蘇
の
年
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
高
山
右
近
と
宣
教

師
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
が
秀
吉
に
嘆
願
し
て
大
坂
に
教
会
堂
が
建
ち
、
名
あ
る
武
将

を
は
じ
め
多
く
の
貴
賤
男
女
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
が
、
こ
と
に
「
天
下
の

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

三
三

名
医
の
受
洗
は
１
万
名
以
上
の
改
宗
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
、
躊
躇
し
て
い
た

多
く
の
知
識
人
が
入
信
し
た
」
と
い
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
の
関
連
事
項
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
一
月
頃
初
代
道
三
が
大
坂
教
会
で
ロ
レ
ン

ソ
か
ら
洗
礼
を
受
け
る

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
曲
直
瀬
正
琳
も
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
、
受
洗

す
る

文
禄

元
年
（
一
五
九
二
）
正
琳
、
十
二
月
法
印
に
叙
せ
ら
れ
る

文
禄

四
年
（
一
五
九
五
）
宇
喜
多
秀
家
の
夫
人
の
奇
疾
を
治
し
書
籍
多

数
を
秀
吉
よ
り
賜
る

慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
四
月
、
後
陽
成
天
皇
よ
り
「
養
安
院
」
の
院

号
を
賜
る

そ
も
そ
も
「
安
」
の
漢
字
は
、
当
時
の
信
者
ら
が
受
洗
名
な
ど
の
西
洋
名
を

表
す
の
に
用
い
た
字
で
あ
る
ふ
し
が
強
い
。
た
と
え
ば
、
日
本
人
最
初
の
キ
リ

シ
タ
ン
伝
道
書
『
妙
貞
問
答
』
を
著
し
の
ち
背
教
し
た
と
い
う
不
干
斎
ハ
ビ
ア

ン
（
も
と
僧
侶
恵
春
）
は
「
巴
鼻
庵
」
と
「
庵
」
の
字
を
あ
て
る
も
の
の
、
キ

リ
シ
タ
ン
で
著
名
な
小
西
行
長
の
家
臣
で
小
西
飛

守
如
安
と
呼
ば
れ
て
い
た

内
藤
如
安
は
、「
安
」
の
字
を
あ
て
て
い
る
。
ま
た
、
村
山
等
安
（
又
は
等
庵

と
も
）
も
、
長
崎
の
大
商
人
で
あ
り
代
官
で
あ
っ
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
た
め

元
和
五
年
に
処
罰
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
や
は
り
「
安
」
の
字
を
使
っ
て
い



る
。
さ
ら
に
慶
安
な
る
人
物
は
、
外
科
医
と
し
て
有
名
な
慶
安
の
こ
と
ら
し
い

と
い
う
が
、
彼
も
「
元
和
四
年
に
ヤ
ソ
教
を
信
じ
る
故
を
以
て
獄
に

が
れ

た
」
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
鑑
み
れ
ば
、
古
印
「

安
」
印
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え

も
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
曲
直
瀬
正
琳
が
、
字
名
を
「

安
」
と
し
た
背
景
に
は
、
彼
の
受
洗
と
い
う
事
実
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
蔵
書
印
「

安
」
の
使
用
時
期
も
、

天
正
十
三
年
を
過
ぎ
て
の
頃
か
ら
か
と
推
察
で
き
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
養
安
院
の
蔵
書
印
に
は
、「

安
」・「

安
院
」・「
養
安
院
蔵
書
」
の
三
種
顆
が
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
「

安
」
印
が
最

も
古
く
、
曲
直
瀬
正
琳
が
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
天
正
十
三
年
頃
か
ら
、「
養

安
院
」
の
院
号
を
用
い
始
め
た
慶
長
五
年
四
月
ま
で
の
時
期
に
、
所
蔵
し
た
書

籍
に
捺
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
朝
鮮
本
『
金
鰲
新
話
』
に
あ
る
「

安
」
印
記
も
、
こ
の
期
間

の
あ
る
時
に
曲
直
瀬
正
琳
の
所
蔵
と
な
っ
て
捺
さ
れ
た
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

注

松
田
修
（
昭
和
二
十
七
年
近
世
文
学
会
京
都
支
部
例
会
発
表
）「
仮
名
草
子
と
そ

の
作
家
た
ち
」『
日
本
近
世
文
学
の
成
立
』
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
三
八
。
宇
佐
見

「

「

「

「

「

「

喜
三
八
『
和
歌
史
に
関
す
る
研
究
』（
若
竹
出
版
、
昭
二
七
）。
佐
藤
俊
彦
「
剪
燈
新

話
と
伽
婢
子
及
び
金
鰲
新
話
の
比
較
研
究
」（『
朝
鮮
学
報
』
二
三
輯
、
昭
和
三
七
）。

玄
昌

「
伽
婢
子
と
金
鰲
新
話
」『
比
較
文
学
研
究
』
第
三
、
昭
三
五
。
鄭
埼
鎬

「「
金
鰲
新
話
」
と
「
伽
婢
子
」
に
お
け
る
受
容
の
様
態
」（『
朝
鮮
学
報
』
六
八
輯
、

昭
四
八
）。
江
本
裕
「
解
説
」（『
伽
婢
子
２
』
平
凡
社
、
昭
六
三
）
等
。

崔
溶

金
鰲
新
話
』
朝
鮮
刊
本
の
発
掘
と
そ
の
意
義
」『
中
國
小
説
研
究
會

報
』
第
三
九
号
、
一
九
九
九
、
九
、
ソ
ウ
ル
。

邊
恩
田
「
朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
発
掘
報
告
の
紹
介
と
成
立
年
代
」『
朝
鮮
学

報
』
第
一
七
四
輯
、
平
成
十
二
、
一
。
筆
者
は
、
新
出
本
の
特
質
を
和
刻
本
と
対
比

し
て
四
点
指
摘
し
そ
の
成
立
年
代
を
考
証
し
た
。

養
安
院
曲
直
瀬
正
琳
や
道
三
に
つ
い
て
は
、
矢
数
道
明
「
日
本
医
学
中
興
の
祖

曲
直
瀬
道
三
」（『
漢
方
の
臨
床
』
九
、
十
一
・
十
二
合
併
号
）
と
、
小
曾
戸
洋
「
曲

直
瀬
養
安
家
の
人
々
」（『
漢
方
の
臨
床
』
三
四
・
一
二
号
）
に
詳
し
く
、
本
稿
も
多

く
を
負
う
て
い
る
。

矢
数
道
明
「
曲
直
瀬
正
盛
」
項
（『
国
史
大
事
典
』・
吉
川
弘
文
館
、
昭
五
五
）。

阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
、
一
八
四
頁

の
注

。

注

。

注

の
小
曾
戸
氏
論
考
、
八
七
頁
。

小
曾
戸
洋
「
曲
直
瀬
正
琳
」
項
（『
国
史
大
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
五
）。

三
木
榮
「
養
安
院
蔵
書
中
の
朝
鮮
医
書
」『
朝
鮮
学
報
』
第
一
輯
、
一
九
五
一
、

五
、
二
六
三
頁
。

中
山
久
四
郎
「
東
京
文
理
大
所
蔵
朝
鮮
活
版
養
安
院
本
に
就
き
て
」（『
史
学
及
東

洋
史
の
研
究
』
賢
文
館
、
昭
九
）、
三
木
栄
（
注

の
論
考
）、
大
塚
鐙
「
鮮
籍
備
忘

｜
附
養
安
院
書
目
｜
」（『
朝
鮮
学
報
』
第
四
八
輯
、
昭
四
三
）、
川
瀬
一
馬
『
増
補

古
活
字
版
本
の
研
究
』（
昭
四
二
）、
阿
部
吉
雄
（
注

書
）、
藤
本
幸
夫
「
東
京
教

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

三
四



育
大
学
藏
朝
鮮
本
に
つ
い
て
」（『
朝
鮮
学
報
』
第
八
一
輯
）、
同
「
宗
家
文
庫
藏
朝

鮮
本
に
就
い
て
」（『
朝
鮮
学
報
』
第
九
九
・
百
輯
）、
同
「
大
東
急
記
念
文
庫
藏
朝

鮮
版
に
つ
い
て
」（『
か
が
み
』
二
一
、
二
二
）
の
目
録
に
散
見
で
き
る
も
の
。

注

、
二
六
五
頁
。

注

の
川
瀬
氏
『
増
補
古
活
字
版
本
の
研
究
』
一
五
一
頁
。

同
右
、
七
四
三
頁
。

注

二
六
五
頁
。

注

の
曾
戸
氏
論
考
、
一
〇
二
頁
「
附
」。

關
野
真
吉
「
日
本
の
随
筆
に
散
見
す
る
朝
鮮
本
」『
書
物
同
好
会
会
報
』
八
号
、

昭
一
五
、
一
三
七
頁
。

注

、
二
六
五
頁
。

注

、
五
一
六
頁
。

注

、
二
六
六
頁
。

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
三
九
。

神
鷹
鐙
「
朝
鮮
銅
活
字
本
「
白
氏
策
林
」
に
つ
い
て
」『
朝
鮮
学
報
』
一
〇
六
輯
、

五
八
頁
の
註

。

藤
本
幸
夫
「
印
刷
文
化
の
比
較
史
」『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史

』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
三
、
二
三
六
頁
。

藤
浪
剛
一
「
醫
家
先
哲
肖
像
集
』
国
書
刊
行
会
、
昭
五
二
、
五
六
頁
。

北
島
万
二
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
項
（『
国
史
大
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
五
五
）。

川
瀬
一
馬
『
足
利
学
校
の
研
究
』
講
談
社
、
昭
四
九
、
二
〇
七
頁
。

注

、
一
五
三
頁
注

。

小
曾
戸
洋
「
曲
直
瀬
玄
朔
」
項
（『
国
史
大
事
典
』
吉
川
弘
文
館
）。

注

、
七
四
三
頁
。

注

、
五
一
七
頁
。

注

、
一
五
二
頁
。

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

三
五

注

。

渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
編
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
青
裳
堂
書
店
、
平
成
一
三
、
四
五

三
頁
。

注

、
五
一
七
頁
。

『
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』
内
閣
文
庫
、
昭
和
四
四
、
七
八
頁
。

小
野
規
秋
『
日
本
の
蔵
書
印
』
藝
文
社
、
昭
二
九
、
一
〇
三
頁
。

堀
勇
雄
『
林
羅
山
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
三
九
、
一
二
一
頁
。

注

矢
数
氏
論
考
、
二
〇
頁
。

宗
田
一
「
曲
直
瀬
道
三
」
項
（『
日
本
史
大
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
）。

松
田
剛
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
同
朋
社
出
版
、
一

九
八
七
。

シ
ュ
タ
イ
シ
ェ
ン
著
・
吉
田
小
五
郎
訳
『
切
支
丹
大
名
記
』
大
岡
山
書
店
、
昭
五
、

一
〇
〇
頁
。
但
し
訳
者
は
「
イ
マ
オ
ジ
」
に
つ
い
て
不
詳
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

「
今
大
路
」
の
こ
と
で
あ
り
曲
直
瀬
家
が
分
岐
し
た
道
三
の
家
号
の
名
で
あ
る
。

『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文
社
、
一
九
八
八
、「
曲
直
瀬
道
三
」
項

（
松
田
毅
一
氏
執
筆
）。

注

、
一
〇
八
頁
。

江
宮
隆
之
氏
は
「
如
安
は
本
名
は
内
藤
忠
俊
、
も
と
丹
波
国
八
木
城
主
で
あ
っ
た
。

足
利
義
昭
に
忠
誠
で
あ
り
続
け
た
人
物
だ
が
、
如
安
と
い
う
名
は
、
切
支
丹
に
受
洗

し
て
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
」
と
い
う
洗
礼
名
を
授
か
っ
て
以
来
「
如
安
」
の
字
を
あ

て
て
通
称
と
し
て
き
た
」
と
説
か
れ
る
。（『
小
西
行
長
』

文
庫
、
一
九
九
七
、

三
七
〇
頁
）

注

、
三
九
五
頁
。

注

、
八
八
頁
。

付
記
・
本
稿
は
、
韓
国
古
小
説
学
会
主
催
の
二
〇
〇
一
年
度
夏
季
国
際
学
術
大



会
（
於
中
国
延
辺
科
学
技
術
大
学
・
七
月
九
日
）
に
お
い
て
発
表
（
韓

国
語
）
し
た
も
の
に
よ
る
。

朝
鮮
刊
本
『
金
鰲
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印

三
六
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